
監修：熊本県手話サークルわかぎ人吉・球磨グループ
問　市福祉課障がい者支援係（☎２２－２１１１　内線１２４４）

問

▲

�蔵書検索
と予約は
こちら

　  市図書館　☎２４－３５１８
場所：カルチャーパレス２階
開館時間：午前９時～午後５時
休館日：月曜（祝日の場合はその翌日）

市防災課防災係（☎２２－２１１１　内線３２４１）災害への防災意識や命を守る方法のお話を紹介します。

新刊案内

▲

�消防庁「防災マニュアル」

Vol.112

年末年始休館

Vol.８

Ａ.30川畑
式

問題は27㌻にあります。

12月の図書館カレンダー
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休館日

　日常会話の中でよく使う手話を紹介します。2025年も残りわず
かとなりました。年末年始にちなんで、「終わり」と「始まり」を
Let’s お手話べり！　よいお年をお迎えください。

モデル：德澄司さん

両手のひらを相手
に向け、軽く斜め
に構える。両手を
同時に左右に開く

始まり終わり

両手の甲を相手に
向け、指は全部伸
ばす。指をすぼめ
ながら手を下ろす

▲
�過去の連載は
こちら

①

No.４

　今回は、実際に地震が起きたときの
行動を、状況別に分かりやすく説明し
ます。

屋内にいるとき
・�頭を保護して安全な

場所に避難
する

・�慌てて外に飛び出さ
ない

・�無理に火を消そうと
しない

・�トイレや浴室で揺れ
を感じたらドアを開
けて避難路
を確保する

地震が起きたときに取るべき行動

　緊急地震速報が発表されたり、突然揺れを感じたりしたときに、慌てず適切な行動が
とれるよう、日頃から行動のポイントを確認しておきましょう。

屋外にいるとき
・�ブロック塀や看板、

割れたガラ
スの落下に
注意する
�エレベーター内

・�全階のボタンを押し
て最初に停止した階
で降りるが、停止し
た 階 の 状 況
を 見 極 め て
判断する

車の運転中
・�急ブレーキを避けてゆ

るやかに速度を落とし
て道路の片側に停車す
る

・�ハザードランプを点灯
してラジオなどの情報
や周りの状況に応じて
行動する

揺れがおさまったら
・�底の厚いスリッパや

靴を履いて安全な場
所に移動する

・�火元を確認。ガスな
ど に 引 火 し な い よ
う、安全が確認でき
るまで火をつけない

・�通電火災にも注意。
避難時はブ
レーカーを
落とす

　今回は、論理的推理力のアップが期
待できる問題を出題しました。先を読
みながら考える力は、日常生活の中で
起こる問題の早期解決につながりま
す。
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新版 こどものための
ドラッグ大全

深見 塡
しん

 著長岡 弘樹 著

新・教場２

　地元の有志らでつくるJOY倶楽部コンサート実行
委員会から、10月23日に市図書館へ目の不自由な
人の生活などを記した本など42冊の寄贈がありま
した。寄贈された本は、
市図書館の「こども図
書館」に特設コーナー
を設けて展示・貸し出
ししています。

　

11
月
15
日
、
待
ち
に
待
っ
た
天て

ん
ぐ狗
橋ば

し

が
完
成
し
、
金
子
大
臣
を
は
じ
め
多
く

の
方
々
が
駆
け
つ
け
て
く
だ
さ
り
式
典

と
通
り
初
め
を
み
ん
な
で
祝
い
ま
し

た
。続
く
、ア
ニ
メ『
夏
目
友
人
帳
』フ
ァ

ン
の
皆
さ
ん
と
の
開
通
記
念
イ
ベ
ン
ト

で
は
、
ニ
ャ
ン
コ
先
生
を
抱
き
な
が
ら

橋
を
渡
る
姿
が
微
笑
ま
し
く
、
心
温
ま

る
ひ
と
と
き
。
そ
の
夜
の
鍛
冶
屋
町
通

り
は
妖
怪
祭
り
。
熊
大
や
県
立
大
の
学

生
さ
ん
ら
の
協
力
も
あ
り
、
熱
気
と
笑

顔
に
包
ま
れ
ま
す
。
翌
日
の
Ｓ
Ｌ
人
吉

動
態
化
お
披
露
目
式
で
も
、
息
を
吹
き

返
し
た
Ｓ
Ｌ
を
見
よ
う
と
、
多
く
の
方

が
集
ま
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
こ
の

両
日
は
、
笑
顔
と
喜
び
の
涙
を
流
さ
れ

る
方
を
何
度
も
目
に
し
、
私
も
胸
が
熱

く
な
り
、
日
常
の
あ
り
が
た
さ
と
先
人

た
ち
へ
の
感
謝
が
心
に
刻
ま
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
辛
い
時
期
を
過
ご
し
て
き

ま
し
た
が
、
諦
め
ず
踏
ん
張
っ
て
、
汗

を
流
し
て
乗
り
越
え
て
こ
ら
れ
た
皆
さ

ん
の
努
力
が
実
を
結
び
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
、
人
も
妖
あ
や
か
しも

心
豊
か
に
暮
ら
せ

る
ま
ち
を
、
皆
さ
ん
と
共
に
創
り
上
げ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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